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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シートの着座部の下に、物品を収納する収納ケースを取り付けるための取付構造であっ
て、
　前記シートは、
　前記着座部の下に配置された第１支持部材と、
　前記着座部の下に配置され、前記第１支持部材と前後に離れて設けられる第２支持部材
と、を有し、
　前記収納ケースは、
　前記第１支持部材と前記第２支持部材に取り付けられるケース本体と、
　前記ケース本体に設けられた第１収納部および第２収納部と、
　前記第１支持部材に係止される第１係止部と、
　前記第２支持部材に係止される第２係止部と、を有し、
　前記第１支持部材の上端は、前記第２支持部材の上端よりも上に配置されており、
　前記第１収納部と前記第２収納部の間には、前記ケース本体から突出し、前記シートの
幅方向に延びる突出部が設けられていることを特徴とする取付構造。
【請求項２】
　前記第１収納部は、前記第２収納部よりも下に底壁が設けられていることを特徴とする
請求項１に記載の取付構造。
【請求項３】
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　前記第１収納部および前記第２収納部の底壁は、前記第１支持部材および前記第２支持
部材よりも下に位置することを特徴とする請求項１または請求項２に記載の取付構造。
【請求項４】
　前記ケース本体は、上部に開口を有する箱状に形成され、
　前記第２収納部の上端は、前記第１収納部の上端および前記第１支持部材の上端よりも
下に位置することを特徴とする請求項１から請求項３のいずれか１項に記載の取付構造。
【請求項５】
　前記第２収納部は、前記第１収納部の後側に設けられ、
　前記ケース本体の上面は、前から後に向かって低くなるように傾斜する傾斜部を、前記
第２支持部材よりも前側に有していることを特徴とする請求項４に記載の取付構造。
【請求項６】
　前記ケース本体は、前記第１収納部の左壁の上端よりも前記第２収納部の上端の方が低
いことを特徴とする請求項４または請求項５に記載の取付構造。
【請求項７】
　前記第１支持部材は前記第１収納部に当接し、前記第２支持部材は前記第２収納部に当
接することを特徴とする請求項１から請求項６のいずれか１項に記載の取付構造。
【請求項８】
　前記突出部の上端は、前記第２支持部材の下端よりも上に位置することを特徴とする請
求項１から請求項７のいずれか１項に記載の取付構造。
【請求項９】
　前記シートは、
　　左右一対のロアレールと、前記着座部に固定され前記ロアレールに係合する一対のア
ッパーレールとを備えるスライド機構と、
　　前記ロアレールに対応して設けられる左右一対のレール支持部材を含み、前記スライ
ド機構を支持するベース部とを備え、
　前記第１支持部材および前記第２支持部材は、前記一対のレール支持部材に架設され、
　前記第１収納部および前記第２収納部の底壁は、前記ロアレールの上端よりも下に位置
することを特徴とする請求項１から請求項８のいずれか１項に記載の取付構造。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、シートの着座部の下に、物品を収納する収納ケースを取り付けるための取付
構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、車内に設けられたシートにおいて、着座部の下に物品を収納するための収納ケー
スが取り付けられており、着座部を移動させることで、この収納ケースが露出するように
構成されたものが知られている。
【０００３】
　例えば、特許文献１に記載されているシートは、着座部の下に、前後方向に延びる左右
一対のサイドフレームを有している。収納ケースは、一対のサイドフレームの間に配置さ
れ、上縁から左右方向外側へ延びるフランジ部が、サイドフレームの上縁に係合すること
で、一対のサイドフレームに支持されている。フランジ部は、サイドフレームの上縁を左
右方向で挟むように形成されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平７－５２７１５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００５】
　上述したシートでは、フランジ部がサイドフレームに左右方向で係合するため、収納ケ
ースの左右方向への移動は規制されるが、収納ケースが上方へ移動するのをフランジ部で
規制することができないので、車両が振動したときに、収納ケースがサイドフレーム（シ
ート）から外れるおそれがある。
【０００６】
　そこで、本発明は、収納ケースがシートから外れにくい収納ケースの取付構造を提供す
ることを目的とする。
【０００７】
　また、本発明は、収納ケースがシートに取り付けやすい収納ケースの取付構造を提供す
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前記した目的を達成するため、本発明の取付構造は、シートの着座部の下に、物品を収
納する収納ケースを取り付けるための取付構造であって、前記シートは、前記着座部の下
に配置された第１支持部材と、前記着座部の下に配置され、前記第１支持部材と第１の方
向に離れて設けられる第２支持部材と、を有し、前記収納ケースは、前記第１支持部材と
前記第２支持部材の間に配置されるケース本体と、前記第１支持部材に係止される第１係
止部と、前記第２支持部材に係止される第２係止部と、を有し、前記第１支持部材と前記
第１係止部の一方は、他方を上下方向で挟むように形成され、前記第２支持部材と前記第
２係止部の一方は、他方を前記第１の方向で挟むように形成されていることを特徴とする
。
【０００９】
　このような構成によれば、車両が振動したときに、どの方向に振動しても、第１係止部
と第２係止部のいずれかが第１支持部材または第２支持部材に引っかかってケース本体の
移動を規制するので、ケース本体がシートから外れにくい。
　また、前記した目的を達成するため、本発明の取付構造は、シートの着座部の下に、物
品を収納する収納ケースを取り付けるための取付構造であって、前記シートは、前記着座
部の下に配置された第１支持部材と、前記着座部の下に配置され、前記第１支持部材と前
後に離れて設けられる第２支持部材と、を有し、前記収納ケースは、前記第１支持部材と
前記第２支持部材に取り付けられるケース本体と、前記ケース本体に設けられた第１収納
部および第２収納部と、前記第１支持部材に係止される第１係止部と、前記第２支持部材
に係止される第２係止部と、を有し、前記第１支持部材の上端は、前記第２支持部材の上
端よりも上に配置されており、前記第１収納部と前記第２収納部の間には、前記ケース本
体から突出し、前記シートの幅方向に延びる突出部が設けられていることを特徴とする。
　前記した取付構造において、前記第１収納部は、前記第２収納部よりも下に底壁が設け
られていてもよい。
　前記した取付構造において、前記第１収納部および前記第２収納部の底壁は、前記第１
支持部材および前記第２支持部材よりも下に位置するように構成されていてもよい。
　前記した取付構造において、前記ケース本体は、上部に開口を有する箱状に形成され、
前記第２収納部の上端は、前記第１収納部の上端および前記第１支持部材の上端よりも下
に位置するように構成されていてもよい。
　前記した取付構造において、前記第２収納部は、前記第１収納部の後側に設けられ、前
記ケース本体の上面は、前から後に向かって低くなるように傾斜する傾斜部を、前記第２
支持部材よりも前側に有していてもよい。
　前記した取付構造において、前記ケース本体は、前記第１収納部の左壁の上端よりも前
記第２収納部の上端の方が低く構成されていてもよい。
　前記した取付構造において、前記第１支持部材は前記第１収納部に当接し、前記第２支
持部材は前記第２収納部に当接するように構成されていてもよい。
　前記した取付構造において、前記突出部の上端は、前記第２支持部材の下端よりも上に
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位置するように構成されていてもよい。
　また、前記した取付構造において、前記シートは、左右一対のロアレールと、前記着座
部に固定され前記ロアレールに係合する一対のアッパーレールとを備えるスライド機構と
、前記ロアレールに対応して設けられる左右一対のレール支持部材を含み、前記スライド
機構を支持するベース部とを備え、前記第１支持部材および前記第２支持部材は、前記一
対のレール支持部材に架設され、前記第１収納部および前記第２収納部の底壁は、前記ロ
アレールの上端よりも下に位置するように構成されていてもよい。
【００１０】
　前記した取付構造において、前記第１支持部材と前記第２支持部材は、前記第１の方向
で並ぶ棒状の部材であり、前記第１係止部は、前記第１支持部材側を向く前記ケース本体
の第１壁部と、前記第１壁部から延出し、前記第１支持部材の上に配置される第１上壁部
と、前記第１壁部から延出し、前記第１支持部材の下に配置される下壁部とを有し、前記
第２係止部は、前記第２支持部材側を向く前記ケース本体の第２壁部と、前記第２壁部か
ら延出し、前記第２支持部材の上に配置される第２上壁部と、前記第２上壁部から下方へ
延びて前記第２支持部材に対して前記第２壁部と反対側に配置される対向壁部とを有して
いてもよい。
【００１１】
　これによれば、収納ケースをシートに取り付ける際に、ケース本体の第１係止部側を第
２係止部側より下にした状態で第１係止部を第１支持部材に係合させた後、ケース本体の
第２係止部側を下方に移動させて第２係止部を第２支持部材に係合させるだけで、収納ケ
ースをシートに取り付けることができるので、簡単に収納ケースをシートに取り付けるこ
とができる。
【００１２】
　前記した取付構造において、前記シートは、前記第１の方向に延びる一対のレールと、
各前記レールの下に配置され、前記一対のレールを支持する一対のレール支持部材と、を
有し、前記第１支持部材および前記第２支持部材は、前記一対のレール支持部材に架設さ
れていてもよい。
【００１３】
　これによれば、着座部をずらして着座部の下を露出させた状態で収納ケースをシートに
取り付けることができるので、収納ケースの取付作業がしやすい。
【００１４】
　前記した取付構造において、前記第１上壁部と前記下壁部の少なくとも一方には、前記
第１の方向に延びる複数のリブが設けられていてもよい。
【００１５】
　これによれば、第１上壁部や下壁部の第１支持部材に接触する部分の面積を小さくする
ことができるので、第１支持部材を第１上壁部と下壁部の間にスムーズに挿し込むことが
できる。
【００１６】
　前記した取付構造において、前記第２壁部の前記第２支持部材と対向する部分と前記対
向壁部の少なくとも一方には、上下方向に延びる複数のリブが設けられていてもよい。
【００１７】
　これによれば、第２壁部や対向壁部の第２支持部材に接触する部分の面積を小さくする
ことができるので、第２支持部材を第２壁部と対向壁部の間にスムーズに挿し込むことが
できる。
【００１８】
　前記した取付構造において、前記ケース本体は、上部に開口を有する箱状に形成され、
前記収納ケースは、前記ケース本体の前記開口を覆う蓋を有し、前記蓋は、前記ケース本
体に取り付けられた状態で前記対向壁部の外側を通って下方へ延びる第１延出壁部と、前
記第１延出壁部から延び、前記ケース本体に取り付けられた状態で前記第２支持部材の下
に配置される第２延出壁部とを有していてもよい。
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【００１９】
　これによれば、車両の振動によりケース本体が上方に動いても、第２支持部材に第２延
出壁部が引っかかるので、第２係止部から第２支持部材が外れるのを抑えることができる
。
【００２０】
　前記した取付構造において、前記第１上壁部は、前記下壁部の上に配置される部分に前
記第１の方向に貫通する挿通孔を有し、前記蓋は、前記挿通孔に挿入される挿入部を有し
ていてもよい。
【００２１】
　これによれば、第１上壁部の下壁部の上に配置される部分が撓んで、第１上壁部と下壁
部の間隔が広がるので、第１支持部材を第１上壁部と下壁部の間にスムーズに挿し込むこ
とができる。
【００２２】
　前記した取付構造において、前記ケース本体は、前記第１の方向と直交する第２の方向
で対向する一対の側壁を有し、前記蓋は、前記第２の方向における両端部に、前記第１の
方向に沿って延びるガイドを有し、前記ガイドが前記側壁の上縁に係合することで、前記
蓋の着脱が案内されるように構成されていてもよい。
【００２３】
　これによれば、蓋をケース本体に対してスライド移動させて取り付けることができるの
で、簡単に蓋をケース本体に取り付けることができる。
【００２４】
　前記した取付構造において、前記ケース本体は、前記開口の縁から前記蓋の取り外し方
向上流側へ延びて、先端が上下動するように撓むように設けられ、前記ケース本体に装着
された前記蓋の一部に先端が前記取り外し方向下流側から当接して、前記蓋の前記取り外
し方向への移動を規制するロック状態と、前記ロック状態からずれた非ロック状態とに切
替可能なロック部を有し、前記蓋は、前記ケース本体に装着された状態で前記ロック部と
重なる位置に上下に撓むように設けられ、撓むことで前記ロック部を前記ロック状態から
前記非ロック状態へ向けて押すロック解除部を有していてもよい。
【００２５】
　これによれば、蓋がケース本体から不必要に外れるのを抑制することができる。
【発明の効果】
【００２６】
　本発明によれば、車両が振動したときに、どの方向に振動しても、第１係止部と第２係
止部のいずれかが第１支持部材または第２支持部材に引っかかってケース本体の移動を規
制するので、ケース本体がシートから外れにくい。
【００２７】
　また、本発明によれば、収納ケースをシートに取り付ける際に、ケース本体の第１係止
部側を第２係止部側より下にした状態で第１係止部を第１支持部材に係合させた後、ケー
ス本体の第２係止部側を下方に移動させて第２係止部を第２支持部材に係合させるだけで
、収納ケースをシートに取り付けることができるので、簡単に収納ケースをシートに取り
付けることができる。
【００２８】
　また、本発明によれば、着座部をずらして着座部の下を露出させた状態で収納ケースを
シートに取り付けることができるので、収納ケースの取付作業がしやすい。
【００２９】
　また、本発明によれば、第１上壁部や下壁部の第１支持部材に接触する部分の面積を小
さくすることができるので、第１支持部材を第１上壁部と下壁部の間にスムーズに挿し込
むことができる。
【００３０】
　また、本発明によれば、第２壁部や対向壁部の第２支持部材に接触する部分の面積を小
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さくすることができるので、第２支持部材を第２壁部と対向壁部の間にスムーズに挿し込
むことができる。
【００３１】
　また、本発明によれば、車両の振動によりケース本体が上方に動いても、第２支持部材
に第２延出壁部が引っかかるので、第２係止部から第２支持部材が外れるのを抑えること
ができる。
【００３２】
　また、本発明によれば、第１上壁部の下壁部の上に配置される部分が撓んで、第１上壁
部と下壁部の間隔が広がるので、第１支持部材を第１上壁部と下壁部の間にスムーズに挿
し込むことができる。
【００３３】
　また、本発明によれば、蓋をケース本体に対してスライド移動させて取り付けることが
できるので、簡単に蓋をケース本体に取り付けることができる。
【００３４】
　また、本発明によれば、蓋がケース本体から不必要に外れるのを抑制することができる
。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】本発明の一実施形態に係る収納ケースが取り付けられた車両用シートを示す図で
ある。
【図２】ロアレール、ベース部および収納ケースを示す分解斜視図である。
【図３】収納ケースのケース本体を示す斜視図である。
【図４】収納ケースのケース本体を示す平面図である。
【図５】ケース本体の第１係止部を示す斜視図（ａ）と、断面図（ｂ）である。
【図６】ケース本体の第２係止部を示す斜視図（ａ）と、断面図（ｂ）と、左側移動抑制
部を示す斜視図（ｃ）である。
【図７】蓋の下面を示す斜視図（ａ）と、蓋の後端部を示す部分断面図（ｂ）である。
【図８】ケース本体に蓋を取り付けた状態の収納ケースを示す後側から見た斜視図（ａ）
と、前側から見た斜視図（ｂ）である。
【図９】収納ケースの車両用シートへの取り付け方を説明する図であって、ケース本体の
第１係止部を第１連結パイプに係合させた状態を示す図（ａ）と、ケース本体の第２係止
部を第２連結パイプに係合させて蓋を取り付けた状態を示す図（ｂ）である。
【図１０】一対のレール支持部材の間に配置されたケース本体を示す図である。
【図１１】第２連結パイプに係止された第２係止部を示す断面図（ａ）と、ロックされた
状態のロック部およびロック解除部を示す断面図（ｂ）と、ロックを解除した状態のロッ
ク部およびロック解除部を示す断面部（ｃ）である。
【発明を実施するための形態】
【００３６】
　次に、本発明の一実施形態について適宜図面を参照しながら説明する。なお、本発明に
おいて、前後、左右および上下は、シートに座る人を基準とする。
【００３７】
　図１に示すように、シートの一例である自動車の運転席や助手席などに使用される車両
用シートＳは、乗員が着座する着座部を構成するシートクッションＳ１と、乗員の上体を
支持するシートバックＳ２と、乗員の頭部を支持可能なヘッドレストＳ３とを備えている
。また、車両用シートＳは、シートクッションＳ１の下に設けられるスライド機構ＳＬと
、スライド機構ＳＬを支持するベース部１０とを備えている。また、シートクッションＳ
１の下には、収納ケースＢが設置されている。
【００３８】
　スライド機構ＳＬは、前後方向に延びる左右一対のレールの一例としてのロアレールＳ
Ｌ１（図２参照）と、シートクッションＳ１に固定され、各ロアレールＳＬ１に係合する
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一対のアッパーレールＳＬ２とを主に備えている。これにより、アッパーレールＳＬ２が
ロアレールＳＬ１に対して前後にスライド移動することで、シートクッションＳ１が前後
にスライド移動可能となっている。
【００３９】
　ベース部１０は、図２に示すように、各ロアレールＳＬ１に対応して設けられる左右一
対のレール支持部材１１と、複数のブラケット１２と、一対のレール支持部材１１に架設
された第１支持部材の一例としての第１連結部材１３および第２支持部材の一例としての
第２連結部材１４とを主に有している。
【００４０】
　レール支持部材１１は、下方に開口するＵ字状に折れ曲がった板金からなる。そして、
レール支持部材１１は、前部と後部が、ブラケット１２によって車体のフロアＦに固定さ
れている。レール支持部材１１は、上部にロアレールＳＬ１が固定され、ロアレールＳＬ
１を支持している。
【００４１】
　第１連結部材１３と第２連結部材１４は、金属からなる左右方向に長い棒状の部材であ
り、前後方向で並んで配置されている。第１連結部材１３は、左右の端部が一対のレール
支持部材１１の前端部に固定されている。第２連結部材１４は、第１連結部材１３と第１
の方向の一例としての前後方向に離れた位置、具体的には、第１連結部材１３の後方に配
置され、左右の端部が一対のレール支持部材１１の中間部に固定されている。
【００４２】
　収納ケースＢは、緩衝材に包まれた物品、例えば、タイヤがパンクしたときに使用する
パンク修理キットを収納する樹脂製のケースである。収納ケースＢは、一対のレール支持
部材１１の間に取り付けられている。そして、収納ケースＢは、ケース本体１００と、ケ
ース本体１００に取り付けられる蓋２００とを備えている。
【００４３】
　図３および図４に示すように、ケース本体１００は、上部に開口１０１を有する箱状に
形成されている。ケース本体１００は、二つの物品、例えば、コンプレッサ３とパンク修
理材４が収納される第１収納部１１０と、第１収納部１１０の後側に設けられ、複数の工
具５が収納される第２収納部１２０とを有している。
【００４４】
　第１収納部１１０は、コンプレッサ３とパンク修理材４を左右に並べて収納可能に形成
されている。第１収納部１１０は、コンプレッサ３とパンク修理材４の下に配置される底
壁１１１を有している。また、第１収納部１１０は、底壁１１１の前端部から上方に延び
る前壁１１２と、底壁１１１の左端部から上方に延びる第１左壁１１３と、底壁１１１の
右端部から上方に延びる第１右壁１１４とを有している。
【００４５】
　第１左壁１１３と第１右壁１１４は、一対の側壁の一例であり、前後方向と直交する第
２の方向の一例としての左右方向で対向している。
【００４６】
　底壁１１１は、その上に配置されるコンプレッサ３とパンク修理材４の形状に合った形
に形成されている。
【００４７】
　具体的に、コンプレッサ３は、矩形の箱形状を有している。パンク修理材４は、円筒状
のボトル４１と、ボトル４１の栓となるキャップ４２と、キャップ４２に設けられたホー
ス４３とを有している。パンク修理材４のボトル４１は、円筒状の外周面を有している。
【００４８】
　底壁１１１の突出部１１５より左側の部分は、コンプレッサ３が配置されるコンプレッ
サ載置部１１１Ａとなっており、平板状に形成されている。底壁１１１の突出部１１５よ
り右側の部分は、パンク修理材４が載置される部分となっており、ボトル載置部１１１Ｂ
と、ボトル載置部１１１Ｂの後側に設けられたキャップ載置部１１１Ｃと、キャップ載置
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部１１１Ｃの左側かつコンプレッサ載置部１１１Ａの後側に設けられたホース載置部１１
１Ｄとを有している。
【００４９】
　ボトル載置部１１１Ｂは、コンプレッサ載置部１１１Ａよりも下側に凹んでおり、ボト
ル４１の外周面に沿った円弧断面形状を有している。また、ボトル載置部１１１Ｂの内面
と第１右壁１１４の内面、および、ボトル載置部１１１Ｂの内面と突出部１１５の右側の
面（図６（ａ）参照）とは、ボトル４１の外周面に沿ってなだらかに繋がっている。キャ
ップ載置部１１１Ｃとホース載置部１１１Ｄは、ボトル載置部１１１Ｂよりも高い位置に
設けられている。
【００５０】
　そして、底壁１１１は、前後一対の突出部１１５を有している。
　一対の突出部１１５は、底壁１１１のコンプレッサ３とパンク修理材４の間の位置から
立ち上がる突起である。一対の突出部１１５は、コンプレッサ３を収納するスペースとパ
ンク修理材４を収納するスペースとに第１収納部１１０内を仕切る仕切りとして機能して
いる。
【００５１】
　図３および図４に示すように、第２収納部１２０は、第１収納部１１０の後側と第１収
納部１１０の後部の右側に配置される部分を有している。つまり、第２収納部１２０の左
右方向の幅は、第１収納部１１０の左右方向の幅である第１の幅よりも大きい第２の幅と
なっており、右端部が第１収納部１１０よりも左右方向外側に突出している。
【００５２】
　第２収納部１２０は、工具５が載置される工具載置部１２１と、第１収納部１１０の第
１右壁１１４よりも左右方向外側に設けられた第２右壁１２３と、第２右壁１２３と第１
右壁１１４を繋ぐ連結壁１２２と、第２右壁１２３と繋がる後壁１２４を有しケース本体
１００の後端縁を構成する第２係止部１５０と、工具載置部１２１よりも左側に設けられ
た上壁１２５とを主に有している。
【００５３】
　工具載置部１２１は、キャップ載置部１１１Ｃの右側とキャップ載置部１１１Ｃおよび
ホース載置部１１１Ｄの後側に設けられ、略Ｌ字形状に形成されている。この工具載置部
１２１は、第２収納部１２０の底となる部分であり、第１収納部１１０の底壁１１１より
も一段高い位置に設けられている。
【００５４】
　上壁１２５は、第１収納部１１０の第１左壁１１３の上端よりも低く、工具載置部１２
１よりも高い位置に設けられた水平方向に延びる壁であり、第１左壁１１３と第２係止部
１５０に繋がっている。このような上壁１２５が設けられることで、上壁１２５と工具載
置部１２１の間に、工具載置部１２１上の工具５が挿通される左右に貫通した工具挿入口
１２６が形成されている。
【００５５】
　また、上壁１２５は、第１収納部１１０の第１左壁１１３よりも左右方向外側へ突出し
て下方に延びる第２左壁１２７を有している。この第２左壁１２７は、下端が左右に移動
するように撓むことできるように形成されている。
【００５６】
　次に、ケース本体１００に設けられた、ケース本体１００を車両用シートＳに取り付け
るための構成について説明する。
【００５７】
　図５（ａ），（ｂ）に示すように、ケース本体１００は、前部に第１連結部材１３に係
止される第１係止部１４０を有している。
【００５８】
　第１係止部１４０は、第１連結部材１３側つまり前側を向く第１壁部の一例としての前
壁１１２と、前壁１１２の上端から前方へ延出する第１上壁部１４１と、前壁１１２の第
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１上壁部１４１よりも下側の部分から前方へ延出する下壁部１４２とを有している。
【００５９】
　第１上壁部１４１は、前壁１１２の上端の全体にわたって設けられている。
　下壁部１４２は、第１上壁部１４１よりも左右の幅が狭く、左右方向に離れて二つ設け
られている。
【００６０】
　そして、下壁部１４２の上面には、前後方向に延びる下側リブ１４３が複数設けられて
いる。また、前壁１１２と第１上壁部１４１の間の隅部には、この隅部から前壁１１２と
第１上壁部１４１を繋ぐように突出する上側リブ１４４が設けられている。上側リブ１４
４は、図示は省略するが、左右方向に複数並んで設けられている。複数の下側リブ１４３
の一部は、下壁部１４２の左右の両端部に配置されている。
【００６１】
　そして、第１上壁部１４１は、下壁部１４２の上に配置される部分に、前後方向に貫通
する挿通孔１４５を有している。これにより、第１上壁部１４１のうち下壁部１４２と対
向する部分１４１Ａは、他部よりも撓み変形しやすくなっている。なお、挿通孔１４５の
内周面には、前後方向に延びる複数の内側リブ１４５Ａが設けられている。
【００６２】
　なお、本実施形態においては、第１上壁部１４１と下壁部１４２の間隔は、前後方向に
おいて略一定になっているが、第１上壁部１４１と下壁部１４２の間隔は、前方に向かう
ほど、すなわち、下壁部１４２の先端部に近づくほど、狭くなっていてもよい。このよう
に構成すれば、第１係止部１４０に係合した第１連結部材１３が、第１係止部１４０から
外れにくくなる。
【００６３】
　図６（ａ）～（ｃ）に示すように、ケース本体１００は、後部に、第２連結部材１４に
係止される第２係止部１５０と、右側移動抑制部１７０と、左側移動抑制部１８０とを有
している。
【００６４】
　図６（ａ），（ｂ）に示すように、第２係止部１５０は、第２収納部１２０の第２連結
部材１４側つまり後側を向く第２壁部の一例としての後壁１２４と、後壁１２４の上端か
ら後方に延出する第２上壁部１５２と、第２上壁部１５２から下方に延びる対向壁部１５
３とを有している。
【００６５】
　対向壁部１５３は、左右方向で離れた二か所に、下端から上方へ凹むように形成された
切欠部１５４を有している。
【００６６】
　そして、後壁１２４は、切欠部１５４に対応する位置に、後方へ突出した接触部１５５
を有している。接触部１５５は、後面に、上下方向に延びる前側リブ１５６を有している
。この前側リブ１５６は、図示は省略するが、左右に複数並んで設けられている。また、
接触部１５５の下端は、第２収納部１２０の工具載置部１２１から離間しており、接触部
１５５の下側には、開口部１２４Ａが形成されている。
【００６７】
　また、第２上壁部１５２には、二つの切欠部１５４の間の部分を切り起こすようにして
形成されたロック部１６０が設けられている。ロック部１６０は、対向壁部１５３の上端
から前側へ延びて、先端が上下動するように撓むように設けられている。
【００６８】
　図６（ａ）に示すように、右側移動抑制部１７０は、第２収納部１２０の第２右壁１２
３に設けられ、第２右壁１２３よりも左右方向外側に突出している。右側移動抑制部１７
０は、第２右壁１２３と一体に形成されている。そして、右側移動抑制部１７０は、左右
方向外側を向く表面に、上下に延びる複数の接触リブ１７１を有している。
【００６９】
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　図６（ｃ）に示すように、左側移動抑制部１８０は、第２収納部１２０の第２左壁１２
７に設けられ、第２左壁１２７よりも左右方向外側に突出している。左側移動抑制部１８
０は、第２左壁１２７と一体に形成されている。また、左側移動抑制部１８０は、左右方
向外側を向く表面に、上下に延びる複数の接触リブ１８１を有している。
【００７０】
　そして、右側移動抑制部１７０と左側移動抑制部１８０は、図６（ａ），（ｃ）に示す
ように、ケース本体１００の上面を構成する第１左壁１１３の上端や第１右壁１１４の上
端よりも低い位置に設けられている。また、右側移動抑制部１７０の接触リブ１７１の先
端から左側移動抑制部１８０の接触リブ１７１の先端までの距離は、一対のレール支持部
材１１の間隔よりも僅かに大きくなっている。
【００７１】
　蓋２００は、図７（ａ）に示すように、平板状の蓋本体２１０と、蓋本体２１０の後端
から下方に延びる第１延出壁部２１４（図７（ｂ）も参照）と、第１延出壁部２１４の下
端に設けられた一対の係止片２４０と、蓋本体２１０の前端に設けられた一対の挿入部の
一例としての延出部２５０とを有している。また、蓋２００は、後部に、ロック解除部２
３０を有している。
【００７２】
　蓋本体２１０は、左右の端部がケース本体１００の第１左壁１１３と第１右壁１１４に
重なるような大きさで形成されている（図８（ａ）参照）。
【００７３】
　蓋本体２１０は、下面に、押さえ部２２１と、一対のガイドの一例としてのガイド溝２
１１を有している。
【００７４】
　押さえ部２２１は、蓋２００をケース本体１００に取り付けたときに、工具載置部１２
１の上に配置される部分に設けられている。押さえ部２２１は、蓋本体２１０の下面から
下方に突出し、工具載置部１２１上に載置された工具５を押さえるように形成されている
。この押さえ部２２１の裏側（上面側）は、凹んだ形状となっている。つまり、蓋本体２
１０の上面の後部には、第１凹部２２０が設けられている（図８（ａ）参照）。
【００７５】
　ガイド溝２１１は、蓋本体２１０の左右両側に設けられている。各ガイド溝２１１は、
上方へ凹むように形成され、前後方向に延びている。
【００７６】
　一対の係止片２４０は、ケース本体１００の第２係止部１５０の切欠部１５４に対応す
る位置に設けられている。図７（ｂ）に示すように、各係止片２４０は、第１延出壁部２
１４の下端部から前側へ延びる第２延出壁部２４１と、第２延出壁部２４１の前端に設け
られたフック部２４２とを有している。
【００７７】
　各延出部２５０は、図７（ａ）に示すように、平板状に形成されている。この延出部２
５０は、ケース本体１００の挿通孔１４５に対応する位置に設けられている。
【００７８】
　このように形成された蓋２００は、図８（ａ），（ｂ）に示すように、ケース本体１０
０に取り付けられた状態では、蓋本体２１０がケース本体１００の開口１０１を覆ってい
る。また、第１延出壁部２１４は、ケース本体１００の対向壁部１５３の外側を通って下
方に延びている（図１１（ａ）参照）。そして、ガイド溝２１１がケース本体１００の第
１左壁１１３の上端と第１右壁１１４の上端に係合している。また、延出部２５０は、ケ
ース本体１００の挿通孔１４５内に配置されている。このように延出部２５０が配置され
ることで、蓋２００がケース本体１００から外れるのを抑えるとともに、第１上壁部１４
１の下壁部１４２に対向する部分１４１Ａが大きく撓むのを抑えることができるようにな
っている。
【００７９】
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　ロック解除部２３０は、ケース本体１００に取り付けられた状態で、ロック部１６０の
上に重なる位置に設けられている。ロック解除部２３０は、図８（ａ）に示すように、第
１凹部２２０の後側に形成された第２凹部２００Ａに設けられている。第２凹部２００Ａ
は、蓋本体２１０と第１延出壁部２１４の角部に設けられており、蓋本体２１０の上面か
ら下方に延びるロック係合壁２３３を有している。
【００８０】
　ロック解除部２３０は、第１延出壁部２１４から上方に延びた後、前方（ロック係合壁
２３３側）へ延びる可撓部２３１と、可撓部２３１の前端から上方に延びる操作部２３２
と、可撓部２３１の前端から下方に突出する押圧部２３４（図１１（ｂ）参照）とを有し
ている。可撓部２３１は、前端部が上下に移動するように撓むことができるように形成さ
れ、操作部２３２を前方へ倒すことで、押圧部２３４が下方に移動するようになっている
。なお、押圧部２３４は、蓋２００がケース本体１００に取り付けられた状態で、ロック
部１６０の前端部の上に配置されている（図１１（ｂ）参照）。
【００８１】
　以上のように構成された収納ケースＢの車両用シートＳへの取り付け方について説明す
る。
【００８２】
　収納ケースＢを取り付ける際には、まず、シートクッションＳ１を前方へスライドさせ
て、図２に示すように、一対のレール支持部材１１の間の空間を露出させる。このように
、収納ケースＢを取り付けるスペースを露出させて収納ケースＢの取り付けを行うことが
できるので、収納ケースＢの取付作業がしやすい。
【００８３】
　そして、図９（ａ）に示すように、ケース本体１００を一対のレール支持部材１１の間
に後側上方から挿し込む。このとき、図１０に示すように、ケース本体１００の右側移動
抑制部１７０の接触リブ１７１の先端から左側移動抑制部１８０の接触リブ１７１の先端
までの幅が、一対のレール支持部材１１の幅よりも僅かに大きくなっているので、左側移
動抑制部１８０が設けられている第２左壁１２７が撓んだ状態でケース本体１００が一対
のレール支持部材１１の間に挿し込まれる。なお、レール支持部材１１には、右側移動抑
制部１７０の接触リブ１７１と左側移動抑制部１８０の接触リブ１８１が接触するので、
接触リブ１７１，１８１が設けられておらず、右側移動抑制部１７０の全体および左側移
動抑制部１８０の全体がレール支持部材１１に接触する場合に比べて、レール支持部材１
１に接触する部分の面積を小さくすることができる。これにより、ケース本体１００を一
対のレール支持部材１１の間にスムーズに挿し込むことができる。
【００８４】
　そして、図９（ａ）に示すように、第１係止部１４０を第１連結部材１３に係合させる
。具体的には、第１係止部１４０の第１上壁部１４１と下壁部１４２の間に第１連結部材
１３を挿し込み、第１連結部材１３を前壁１１２に当接させる。このとき、第１上壁部１
４１のうち下壁部１４２と対向する部分１４１Ａが撓むので、第１上壁部１４１と下壁部
１４２の間隔が広がり、第１連結部材１３を第１上壁部１４１と下壁部１４２の間にスム
ーズに挿し込むことができる。また、下壁部１４２の上面に複数の下側リブ１４３が設け
られているので、下壁部１４２のうち下側リブ１４３に第１連結部材１３が接触する。そ
のため、第１係止部１４０の第１連結部材１３に接触する部分の面積を小さくすることが
できるので、第１連結部材１３をスムーズに第１係止部１４０に挿し込むことができる。
【００８５】
　次に、ケース本体１００の後部を下に降ろし、図９（ｂ）に示すように、第２係止部１
５０を第２連結部材１４に係合させる。具体的には、第２係止部１５０の後壁１２４と対
向壁部１５３の間に第２連結部材１４を挿し込み、第２上壁部１５２に第２連結部材１４
を当接させる。このとき、対向壁部１５３が撓むので、後壁１２４と対向壁部１５３の間
隔が広がり、第２連結部材１４を後壁１２４と対向壁部１５３の間にスムーズに挿し込む
ことができる。また、第２連結部材１４は、接触部１５５に前側リブ１５６が設けられて
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いるので、後壁１２４のうち前側リブ１５６が第２連結部材１４に接触する。これにより
、第２係止部１５０の第２係止部１５０に接触する部分の面積を小さくすることができる
ので、第２連結部材１４をスムーズに第２係止部１５０に挿し込むことができる。
【００８６】
　このように第１係止部１４０と第２係止部１５０を第１連結部材１３と第２連結部材１
４に係合させると、ケース本体１００が、第１連結部材１３と第２連結部材１４に支持さ
れる。
【００８７】
　この状態で、第１係止部１４０の第１上壁部１４１は第１連結部材１３の上側に配置さ
れ、下壁部１４２は第１連結部材１３の下側に配置される。そして、第１上壁部１４１の
うち下壁部１４２と対向する部分１４１Ａが撓んで、所定の弾性復元力で、下壁部１４２
との間で第１連結部材１３を上下方向で挟んでいる。また、第２係止部１５０の後壁１２
４は第２連結部材１４の前側に配置され、対向壁部１５３は第２連結部材１４の後側に配
置されている。そして、対向壁部１５３が撓んで、所定の弾性復元力で、後壁１２４との
間で第２連結部材１４を前後方向で挟んでいる。
【００８８】
　このように第１係止部１４０が第１連結部材１３を挟む方向と、第２係止部１５０が第
２連結部材１４を挟む方向とを異なる方向にすることで、ケース本体１００を車両用シー
トＳに取り付けやすい。また、車両が振動したときに、どの方向に振動しても、第１係止
部１４０と第２係止部１５０のいずれかが第１連結部材１３または第２連結部材１４に引
っかかって移動を規制するので、ケース本体１００が第１連結部材１３と第２連結部材１
４から外れにくい。
【００８９】
　そして、第１係止部１４０においては、下壁部１４２に設けられた複数の下側リブ１４
３の一部が、下壁部１４２の左右の両端部に設けられているので、第１係止部１４０がよ
り広い範囲で第１連結部材１３を挟むことができる。
【００９０】
　また、図１０に示すように、ケース本体１００は、右側移動抑制部１７０と左側移動抑
制部１８０が一対のレール支持部材１１に当接している。これにより、ケース本体１００
が左右に動くのを抑えることができる。
【００９１】
　なお、ケース本体１００のレール支持部材１１に対向する第２右壁１２３や第２左壁１
２７から突出した右側移動抑制部１７０と左側移動抑制部１８０のみがレール支持部材１
１に当接するので、ケース本体１００の側面全体がレール支持部材１１に接触する構成に
比べて、ケース本体１００を一対のレール支持部材１１の間に挿し込みやすい。
【００９２】
　そして、右側移動抑制部１７０と左側移動抑制部１８０は、第１収納部１１０ではなく
、第１収納部１１０よりも左右方向の幅が広い第２収納部１２０に設けられているので、
右側移動抑制部１７０と左側移動抑制部１８０の突出量を小さくすることができる。
【００９３】
　また、第２左壁１２７が撓んだ状態になっているので、この第２左壁１２７に設けられ
た左側移動抑制部１８０が、レール支持部材１１に押し付けられている（弾性的に接触し
ている）。これにより、ケース本体１００の寸法誤差を吸収して、右側移動抑制部１７０
と左側移動抑制部１８０をレール支持部材１１に当接させることができる。
【００９４】
　そして、右側移動抑制部１７０と左側移動抑制部１８０は、ケース本体１００の上面を
構成する第１左壁１１３の上端や第１右壁１１４の上端よりも低い位置に設けられている
ので、右側移動抑制部と左側移動抑制部がケース本体の上部に設けられている場合に比べ
て、一対のレール支持部材１１の間で安定して保持される。
【００９５】
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　ケース本体１００を車両用シートＳに取り付けた後は、ケース本体１００に、コンプレ
ッサ３、パンク修理材４および工具５を緩衝材に包んで収納し、図９（ｂ）に示すように
、蓋２００を取り付ける。
【００９６】
　蓋２００をケース本体１００に取り付けるときには、ガイド溝２１１をケース本体１０
０の第１左壁１１３の上端と第１右壁１１４の上端に係合させて、ケース本体１００に対
して前方へスライド移動させ、開口１０１を閉じる。
【００９７】
　このとき、図１１（ａ）に示すように、蓋２００の係止片２４０のフック部２４２を第
２係止部１５０の開口部１２４Ａに挿入し、開口部１２４Ａの縁に引っ掛ける。これによ
り、第２連結部材１４の下側に第２延出壁部２４１が配置されるので、車両の振動により
ケース本体１００が上方に動いても、第２連結部材１４に第２延出壁部２４１が引っかか
るので、第２係止部１５０から第２連結部材１４が外れるのを抑えることができる。
【００９８】
　そして、蓋２００がケース本体１００に取り付けられると、図１１（ｂ）に示すように
、ロック部１６０の先端が、蓋２００のロック係合壁２３３と対向する。これにより、蓋
２００を後方へスライドさせようとしたときに、ロック係合壁２３３にロック部１６０の
先端が蓋２００の取り外し方向下流側である後側から当接して引っかかるロック状態とな
るので、蓋２００がケース本体１００から不必要に外れるのを抑制することができる。
【００９９】
　蓋２００をケース本体１００から取り外すときには、図１１（ｃ）に示すように、第１
凹部２２０の縁とロック解除部２３０の操作部２３２に指をかけて操作部２３２を前方に
倒す。これにより、可撓部２３１が撓んで、押圧部２３４がロック部１６０を下に押すの
で、ロック部１６０の先端がロック係合壁２３３から下方にずれて、非ロック状態になる
。この状態で蓋２００を後側へ引っ張ることで、蓋２００がケース本体１００に対してス
ライド移動して、ケース本体１００から外れる。
【０１００】
　以上、本発明の実施形態について説明したが、本発明は前記実施形態に限定されるもの
ではない。具体的な構成については、本発明の趣旨を逸脱しない範囲で適宜変更が可能で
ある。
【０１０１】
　前記実施形態では、第１係止部１４０が第１連結部材１３（第１支持部材）を上下方向
で挟むように形成されていたが、第１係止部と第１支持部材の構成はこれに限定されるも
のではない。例えば、第１係止部は、ケース本体１００の前側で左右方向に延びて左右の
端部がケース本体１００に繋がった棒状の部材として形成されていてもよい。そして、第
１支持部材は、この第１係止部を上下方向で挟むように形成されていてもよい。
【０１０２】
　前記実施形態では、第２係止部１５０が第２連結部材１４（第２支持部材）を前後方向
で挟むように形成されていたが、第２係止部と第２支持部材の構成はこれに限定されるも
のではない。例えば、第２係止部は、ケース本体１００の後側で左右方向に延びて左右の
端部がケース本体１００に繋がった棒状の部材として形成されていてもよい。そして、第
２支持部材は、この第２係止部を前後方向で挟むように形成されていてもよい。
【０１０３】
　前記実施形態では、第１係止部１４０の第１上壁部１４１と下壁部１４２のうち下壁部
１４２にのみ前後方向に延びる複数のリブ（下側リブ１４３）が設けられていたが、第１
係止部１４０の構成はこれに限定されるものではない。例えば、第１上壁部１４１の下面
にも前後方向に延びる複数のリブを設けてもよい。
【０１０４】
　前記実施形態では、第２係止部１５０の後壁１２４と対向壁部１５３のうち後壁部１２
４の接触部１５５にのみ上下方向に延びる複数のリブ（前側リブ１５６）が設けられてい
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３の前側の面にも上下方向に延びる複数のリブを設けてもよい。
【符号の説明】
【０１０５】
　３　　　コンプレッサ
　１１　　レール支持部材
　１３　　第１連結部材
　１４　　第２連結部材
　１００　ケース本体
　１０１　開口
　１１２　前壁
　１２４　後壁
　１４０　第１係止部
　１４１　第１上壁部
　１４２　下壁部
　１４３　下側リブ
　１４５　挿通孔
　１４５Ａ　内側リブ
　１５０　第２係止部
　１５２　第２上壁部
　１５３　対向壁部
　１５５　接触部
　１５６　前側リブ
　１６０　ロック部
　２００　蓋
　２１１　ガイド溝
　２１４　第１延出壁部
　２３０　ロック解除部
　２３３　ロック係合壁
　２４１　第２延出壁部
　２５０　延出部
　Ｂ　　　収納ケース
　Ｓ　　　車両用シート
　Ｓ１　　シートクッション
　ＳＬ１　ロアレール
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